
豊
か
な
人
生
の
ス
パ
イ
ス
に
!!

三
芳
町
高
齢
大
学

　

高
齢
大
学
に
は
、
町
内
三
公
民
館
が

主
催
す
る
教
室
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
世

代
の
皆
様
の
学
習
意
欲
や
生
き
が
い
作

り
を
、
個
々
の
実
り
で
と
ど
ま
ら
ず
、

共
に
学
び
合
い
、
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
大
き
な
仲
間
の
輪
作
り
に
活
か

し
て
い
た
だ
き
、
学
生
み
ん
な
が
輝
き
、

地
域
全
体
の
実
り
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
58
年
に
開
講
以
来
、
多
く
の

方
々
が
積
極
的
に
様
々
な
分
野
で
、
意

欲
的
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
世
代
の
方
々
の
生
活
に
密

接
し
た
公
民
館
主
催
の
講
座
形
式
の
学

習
の
他
に
、
学
生
で
組
織
す
る
自
治
会

で
様
々
な
交
流
目
的
の
事
業
や
、
同
好

の
士
が
集
い
自
主
的
に
運
営
す
る
趣
味

の
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
、
知
識
の
習
得

か
ら
仲
間
づ
く
り
な
ど
協
働
の
学
び
合

い
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
教
室
と
も
、
学
生
皆
の
人
生
経
験

や
習
得
し
た
知
識
を
、
地
域
に
お
す
そ

分
け
す
る
た
め
に
、
小
学
校
や
地
域
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
地
域
交
流
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
各
教
室
の
特
徴
的
な
取

り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

藤
久
保
公
民
館

　

「
出
会
い
ふ
れ
あ
い
学
び
合
い
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
し
、
地
域
交
流
な
ど
に

習
得
し
た
知
識
を
活
用
し
主
体
的
に
活

動
す
る
機
会
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ふ
じ
く
ぼ
教
室

小学校との交流　学生の知識や経験を活かして交流
の輪を広げる活動をしています。

高齢大学祭　一年の授業、クラブ活動の集大成。内
容検討から運営までを学生自身で行います。

中
央
公
民
館

　

み
な
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽
し

く
ま
と
ま
っ
て
い
る
、
中
央
教
室
で
す
。

第
24
期
は
、
健
康
を
中
心
と
し
た
講
座

を
行
い
ま
し
た
。

笑いと健康　机に向かっての講座だけでなく、楽し
める講座もあります。

中
央
教
室

中公フェスタ　クラブ活動の発表の場として中公フ
ェスタがあります。

陶芸講座　陶芸講座では、皿をつくりました。どの
絵皿も力作・秀作揃いでした。

七夕飾り　竹間沢小学校３年生を招いて、高齢大学
生と一緒に七夕飾りをおこないました。

竹
間
沢
公
民
館

　

学
習
も
が
ん
ば
り
、
公
民
館
サ
ー
ク

ル
や
小
学
校
・
児
童
館
・
保
育
所
な
ど

の
地
域
交
流
も
盛
ん
。
17
期
高
大
祭
も
、

地
域
の
サ
ー
ク
ル
や
児
童
と
も
輪
を
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。

竹
間
沢
教
室

高
齢
大
学
受
講
生
募
集

期 
間　

平
成
21
年
10
月
〜
平
成
22
年
７

月
ま
で
（
月
２
〜
３
回
）

入 

学
資
格　

町
内
在
住
の
満
60
歳
以
上

の
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
人

で
、
10
月
〜
７
月
ま
で
授
業
に
参
加

で
き
る
人
。

教
室
・
受
講
日
・
定
員

・
藤
久
保
公
民
館
教
室　

定
員
120
人　

　

主
に
金
曜
日
の
午
前
中

・
中
央
公
民
館
教
室　

定
員
60
人　

　

主
に
金
曜
日
の
午
前
中

・
竹
間
沢
公
民
館
教
室　

定
員
60
人

　

主
に
木
曜
日
の
午
前
中

【
開
講
式
（
３
教
室
合
同
）
】

日
時　

10
月
９
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

藤
久
保
公
民
館
ホ
ー
ル

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

９
月
８
日

〜
25
日

（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
ま
で

に
希
望
す
る
公
民
館
へ
、
本
人
が
来
館

し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
（
先

着
順
）

電
話
、
代
理
申
込
不
可

藤
久
保
公
民
館

258

０
６
９
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
258

９
６
２
５

中
央
公
民
館

258

０
０
５
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
258

５
４
６
６

竹
間
沢
公
民
館

259

８
３
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
259

８
３
４
５

■
み
よ
し
子
ど
も
日
本
語
広
場

　

町
に
転
入
し
て
来
る
、
日
本
語
を
母
語

と
し
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
学
習
権
の

保
障
、
ま
た
情
報
の
提
供
の
一
助
と
し
て
、

日
本
語
学
習
支
援
・

教
科
学
習
支
援

が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
学
校
生
活
の
適
応

指
導
、
進
路
指
導
相
談
・
多
言
語
情
報
提

供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
ゼ
ロ
で
転
入
す
る
児
童
・
生
徒

が
大
半
で
、
初
期
の
対
応
が
も
っ
と
も
重

要
と
さ
れ
ま
す
。

　

教
科
に
つ
い
て
は
、
数
学
・
英
語
教
育

が
日
本
よ
り
進
ん
で
い
る
な
ど
の
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
九
九
が
な
い
、
分
数
を
習

っ
て
い
な
い
、
鍵
盤
楽
器
に
ふ
れ
て
い
な

い
、
楽
譜
を
習
っ
て
い
な
い
な
ど
、
学
齢

で
編
入
す
る
場
合
に
不
利
な
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
学
校
生
活
・
地
域
生
活
に
適
応
す

る
た
め
に
、
時
間
割
り
の
違
い
、
食
べ
ら

れ
る
物
に
制
限
が
あ
る
、
給
食
が
な
い
等

の
様
々
な
文
化
の
違
い
を
理
解
し
、
受
け

入
れ
る
周
り
の
温
か
い
支
援
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

■
子
ど
も
学
習
広
場
案
内

　

学
校
の
宿
題
や
勉
強
な
ど
を
支
援
す

る
場
と
し
て
、
「
子
ど
も
学
習
広
場
」

（
「
み
よ
し
子
ど
も
日
本
語
広
場
」
を
含

む
）
を
開
い
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
学
習
広
場
】

《 

昼
の
部
》
日
時
／
月
・
水
・
金
曜
日
、

午
後
３
時
〜
５
時
、
対
象
／
小
学
生
、

場
所
／
藤
久
保
公
民
館

《 

夜
の
部
》
日
時
／
月
・
水
・
金
曜
日
、

午
後
７
時
〜
９
時
、
対
象
／
中
学
生
、

場
所
／
藤
久
保
公
民
館

　

来
日
か
ら
数
年
経
っ
た
子
ど
も
か
ら
、

漢
字
の
宿
題
、
新
聞
の
感
想
、
（
保
護
者

が
見
ら
れ
な
い
場
合
）
日
本
に
つ
い
て
の

知
識
（
文
化
、
地
理
、
歴
史
な
ど
）
、
習

っ
て
き
て
い
な
い
計
算
の
方
法
な
ど
求
め

ら
れ
る
教
科
支
援
は
様
々
で
す
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
同
志
、
得
意
・
不
得
意
を
補
い

合
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

現
在
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
対
応
す

る
為
の
人
数
が
足
り
ま
せ
ん
。
学
生
、
社

会
人
、
主
婦
ど
な
た
で
も
、
子
ど
も
に
寄

り
添
っ
て
く
だ
さ
る
お
気
持
ち
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
、
一
度
広
場
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連 

絡
先　

梶
加
寿
子

258

９
３
５
７

（
火
・
木
・
日
、
午
後
〜
夜
）

090

９
３
４
４

０
４
８
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　

一
九
九
八
年
に
、
富
士
見
市
・
ふ
じ
み

野
市
・
三
芳
町
の
国
際
交
流
に
関
心
の
あ

る
人
達
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
や
各
種
相
談
、
語
学
教
室
や

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
子
供
達
と
の
交
流
を
目

的
と
し
ク
ラ
ブ
な
ど
多
彩
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

六
ヶ
国
語
の
生
活
情
報
誌
「
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ジ
ミ
ノ
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
二
市
一
町
の
行
政

と
協
力
・
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
　

256

４
２
９
０

生
活
相
談
専
用　

269

６
４
５
０

【
藤
久
保
教
室
】
日
時
／
毎
週
水
曜
日
・

午
前
10
時
、
場
所
／
藤
久
保
公
民
館

　

学
習
者
は
ご
家
庭
の
主
婦
が
多
い
の
で
、

日
本
語
の
勉
強
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
情

報
の
交
換
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

【
竹
間
沢
教
室
】
日
時
／
毎
週
土
曜
日
・

午
後
２
時
、
場
所
／
竹
間
沢
公
民
館

　

こ
ち
ら
の
学
習
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と

そ
の
奥
さ
ん
・
技
術
研
修
生
な
ど
が
中
心

で
、
日
本
語
能
力
試
験
合
格
を
目
指
す
人

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

両
教
室
と
も
外
国
語
は
使
わ
ず
に
日
本

語
を
日
本
語
で
教
え
る
方
式
を
と
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度

見
学
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

平
田　

259

０
２
４
０

 

ふ
じ
み
の
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動

 

子
ど
も
た
ち
の

　
　

学
習
保
障
活
動

 

日
本
語
教
室
の
開
催

◆
み
よ
し
日
本
語
教
室

　

三
芳
町
や
近
く
に
住
む
外
国
人
の
中
に

は
、
日
本
の
企
業
や
お
店
で
働
く
人
や
技

術
研
修
生
、
日
本
人
男
性
と
結
婚
し
た
女

性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
方
が
い
ま
す
。
多
く

の
方
々
が
日
本
で
の
生
活
に
順
応
す
る
た

め
に
、
或
い
は
日
本
人
と
交
流
す
る
た
め

に
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

み
よ
し
日
本
語
教
室
は
、
外
国
人
が
気

軽
に
日
本
語
を
学
べ
る
場
と
し
て
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
・
イ
ン

ド
・
中
国
・
韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
人
々
が
熱
心
に
、

次
の
二
つ
の
教
室
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

－

住
民
と
し
て
の
「
外
国
人
」
の
権
利
保
障

－

共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

　

120
万
人
と
も
言
わ
れ
る
在
住
「
外
国
人
」
で
す
が
、
町
内
で
も
普
通
に
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
語
教
室
を
藤
久
保
公
民
館
で
開
催
し
て
か
ら
11
年
目
を
迎
え
、
現
在
竹
間
沢

公
民
館
を
含
め
２
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
言
葉
の
他
に
も
、
医
療
や
就
労
、
教
育
、
生
活
な

ど
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
学
校
で
の
日
本
語
教
育
を
、
住
民
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
学
力
の
問
題
な
ど
多
様
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
身
近
な
国
際
交
流
・
国
際
貢
献
と
し
て
多
く
の
方
の
協
力
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
身
近
な
「
外
国
人
」
を
め
ぐ
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

－

共
に
生
き
る
社
会
に
向
け
て

－

増
え
る
「
外
国
人
」
と
支
援
の
取
り
組
み

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

地
図
を
使
っ
て
県
名
学
習

▲教室後の七夕交流スナップ



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

休

休

《少人数制レッスン》

　少人数制レッスン（定員15名）
で一人ひとりにより細やかな指導
が可能となりました。
料金　￥4000／8回
予約方法　電話または直接来館
予約開始日　９月15日 、10：00～
レッスン　らくらく健康体操
日程　10／15.22.29、115.12.19.26、
12／3　時間　11：15～12：15
担当者　溝越　場所　武道場

　お腹周り同様に下半身、特にお尻や太ももが気になる方も多いの

ではないでしょうか？

　下半身は上半身を支える土台でもあり、膝痛・腰痛でお悩みの方

にとっても強化したい部分でもあります。

　そこで、今回紹介するのは誰でもできる『スクワット』です。

スクワット

　写真のような両手を前方に伸ばした状態のまま真っすぐ立ちま

す。そのまま、太ももが床と平行になるまで腰をおろしていきます。

この時、両膝がつま先よりも前方にいかないように注意します。き

つい方は、膝を曲げる角度を90度または45度くらいにすると良いで

しょう。

　フィットネスルームをご利用になるには、初回講習会（予約制）

を受講していただきます。毎日３回行っていますので予約をしてご

参加ください。講習時間は約１時間です。予約・詳細はスポーツ振

興課までお願いします。

●午前の部　10：00～　　●午後の部　15：00～

●夜間の部　19：30～

受講料300円（65歳以上200円）

※注意事項

各講習時間の開始30分前より、２階フィットネスルームで受付を

行ないます。開始時間を過ぎますと講習は受けられませんのでご注

意ください。 当日は、運動しやすい服装で内履き専用のシューズ、

手続きの際に必要な免許証又は健康保険証をご持参ください。

◆休館日：毎週月曜日(祝日にあたる時は翌日)

予約受付　 049（258）0311

※写真の → のように身体を動かします。

先月に引き続き『お家でできる簡単トレーニング』
今月は『下半身編』です。

初回講習のご案内

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。
問い合わせ　スポーツ振興課（総合体育館内） 258-0311

　

　

９
月
12
日

三
芳
中
学
校
で
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
全
体
発
表
会
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
生
徒
全
員
が
「
主

役
」
に
な
る
日
で
す
。

　

三
芳
中
学
校
で
は
『
郷
土
三
芳
町

を
愛
す
る
』
生
徒
の
育
成
を
目
指
し

て
、
１
年
生
『
三
芳
町
の
歴
史
と
文

化
』、
２
年
生
『
三
芳
町
の
産
業
』、
３

年
生
『
私
た
ち
の
福
祉
』
と
い
う
学
年

ご
と
の
テ
ー
マ
で
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
学
習
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
の
学
習
の
流
れ
と
し
て
「
事
前
学

習

体
験
活
動

課
題
設
定

課
題
解

決
・
探
究
活
動

発
表

継
続
学
習
」

が
確
立
さ
れ
、
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
７
月
８
〜
10
日
の
３
日
間
、

全
校
一
斉
に
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

１
年
生
は
、
お
囃
子
、
車
人
形
、
昔
の

暮
ら
し
な
ど
町
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ

る
体
験
を
、
２
年
生
は
23
カ
所
の
事
業

所
で
職
場
体
験
を
、
３
年
生
は
老
人
介

護
や
子
育
て
支
援
等
の
福
祉
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
車
人
形
の
体
験
を
し

た
生
徒
は
「
三
芳
町
に
誇
れ
る
文
化
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
三

芳
中
学
校
の
先
生
方
は
「
み
な
生
き
生

き
と
活
動
し
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は

見
ら
れ
な
い
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
は
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
と
、
教

室
会
場
の
二
つ
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
数
年
、
体
育
館
で
は
お
囃
子
・
車
人

形
の
実
演
と
手
話
合
唱
、
教
室
会
場
で

は
模
造
紙
・
紙
芝
居
・
実
演
・
Ｏ
Ｈ
Ｐ
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
等
の
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
で
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
発

表
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
表

会
当
日
は
司
会
進
行
等
全
て
生
徒
の
手

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。
発
表
と
は
違

っ
た
角
度
で
「
主
役
」
に
な
る
場
面
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
徒
全
員
が
「
主
役
」

に
な
る
三
芳
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
学
習
は
、
年
を
重
ね
る

ご
と
に
充
実
し
、
体
育
祭
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
と
と
も
に
、
三
芳
中
学
校
の
誇

り
と
す
る
三
大
行
事
と
し
て
定
着
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
ど
ん
な
発
表
を
見
せ

て
く
れ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

教育トピックス

生
徒
全
員
が
主
役
に
な
る
日

車人形を体験している中学１年生の様子

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
敬
老
の
日　

読
書
の
す
す
め
」

【
一
般
書
】
『
老
い
を
照
ら
す
』
（
朝
日
選
書
）

瀬
戸
内
寂
聴 

著

朝
日
新
聞
社　

２
０
０
８
年
１
月
発
行

請
求
記
号　

１
８
８
セ
ト

　

寂
聴
尼
の
法
話
・
講
演
か
ら
、
「
老
い
」

と
「
死
」
に
関
す
る
話
題
を
選
ん
だ
傑
作

選
。
誰
に
も
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
老
い

と
死
。
な
ら
ば
、
せ
め
て
で
き
る
か
ぎ
り
美

し
く
老
い
、
死
の
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
一
般
書
】
『
デ
ブ
で
ズ
ボ
ラ
が
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
れ
た
理
由

－

三
浦

雄
一
郎
流　

「
生
き
が
い
」
健
康
術

－

』

三
浦
雄
一
郎 

著　

白
澤
卓
二 

解
説

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス　

２
０
０
８
年

月
発
行

請
求
記
号　

４
９
８

３
ミ

　

身
長
164

、
体
重
86

の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
で
高
血
圧
、
高
血
糖
、
狭
心
症
。

七
十
五
才
で
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
は
、
肥
満

と
糖
尿
病
と
の
闘
い
だ
っ
た
と
明
か
す
著
者

の
健
康
法
と
生
き
方
を
紹
介
。

【
児
童
書　

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
】
『
水
曜
日
の
う
そ
』

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
グ
ル
ニ
エ 

作　

河
野
万
里
子 

訳

講
談
社　

２
０
０
６
年
９
月
発
行

請
求
記
号　

児
童
９
５
３
グ
ル

　

人
生
が
終
わ
り
に
向
か
う
こ
ろ
、
そ
こ
に

は
何
が
待
つ
の
か
。モ
ー
ツ
ア
ル
ト
を
愛
し
、

か
つ
て
は
演
劇
界
で
活
躍
し
た
八
十
二
才

の
老
紳
士
が
息
子
家
族
に
つ
か
れ
た
う
そ
。

十
五
才
の
孫
娘
が
語
る
胸
に
迫
る
物
語
。

【
児
童
書　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
】
『
だ
っ
て
だ
っ
て
の
お
ば
あ
さ
ん
』

さ
の
よ
う
こ 

作
・
絵　

フ
レ
ー
ベ
ル
館　

１
９
７
５
年
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｅ
だ

　

「
だ
っ
て
わ
た
し
は
九
十
八
だ
も
の
」
と

い
う
の
が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

と
こ
ろ
が
九
十
九
才
の
お
誕
生
日
に
、
ろ
う

そ
く
が
五
本
し
か
な
か
っ
た
と
き
か
ら
大
変

身
！
愉
快
で
元
気
が
沸
い
て
く
る
絵
本
。

9月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

休

◆

休

休 休 休

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等)
第 ･ 金曜日　(保護者同伴)

　 ～  　 ヶ月～1歳
　 ～  　 ・ 歳～
　第 ･ 火曜日　  ～  ～ 歳

おはなしサークルかにかにこそこそ
　 ～ 　おとな対象
　※昔話を覚えて語る練習をしています。

※ ９月の「としょかん・くらぶ」はお休
みします。（通常第４土曜日）

〈竹間沢分館〉
竹間沢ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・
手遊び等)

　 ～ 　１～４歳

※９月は第３火曜日に変更します。
　（通常第４火曜日）

◆スイミーおはなし会
  （絵本・紙芝居・ブックトーク）
　第 木曜日  ～ ４歳～小学生

　

三
芳
一
二
〇
年
の
間
に
起
こ
っ

た
災
害
で
、
い
ま
一
つ
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
記
憶
に
、
関
東
大
震
災
が
あ

る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）

九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
八
分
。
相

模
湾
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七

九
の
大
地
震
。
東
京
な
ど
関

東
南
部
か
ら
静
岡
県
、
山
梨
県
な
ど

に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
埼
玉

県
《
全
国
》
で
は
、
死
者
三
一
六

人
《
九
九
、
三
三
一
人
》、
行
方
不

明
九
五
人
《
四
三
、四
七
六
人
》
負

傷
者
四
九
七
人
《
一
〇
三
、七
三
三

人
》
家
屋
全
壊
九
、
二
六
八
軒

《
一
二
八
、
二
六
六
軒
》
家
屋
半
壊

七
、五
七
七
軒《
一
二
六
、二
三
三
軒
》

家
屋
焼
失
〇
軒
《
四
四
七
、一
二
八

軒
》
と
記
録
さ
れ
る
。

　

三
芳
村
の
被
害
の
公
的
記
録
は
残

さ
れ
て
な
い
が
、
お
年
寄
り
が
語
る

話
か
ら
、
あ
る
程
度
の
三
芳
の
大
震

災
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
九
月
一
日
は
八
朔
の
節
句
。
夕
飯

に
手
打
ち
う
ど
ん
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
ね
。
釜
に
水
を
入
れ
て
カ
マ
ド

に
か
け
、
昼
飯
を
食
べ
た
ら
、
カ
マ

ド
に
火
を
い
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
カ
マ
ド
か
ら
は
な
れ
よ
う
と

し
た
時
に
地
震
。
釜
の
水
は
、
ゆ
っ

さ
ゆ
っ
さ
揺
れ
て
、
ぼ
し
ゃ
ん
ぼ
し

ゃ
ん
と
釜
か
ら
は
ね
だ
し
て
ね
。
台

所
の
土
間
は
び
し
ゃ
び
し
ゃ
。
す
ご

い
揺
れ
で
、
釜
の
前
で
立
て
な
く
な

っ
た
。」（
竹
間
沢
大
正
二
年
生
）

「
地
震
が
来
る
前
に
ゴ
ー
ッ
と
い
う

音
が
し
て
、
そ
の
後
揺
れ
が
来
た
。

前
触
れ
か
。」（
竹
間
沢
大
正
二
年
生
）

「
畑
や
地
面
が
海
の
よ
う
に
波
立
っ

た
感
じ
だ
っ
た
。
そ
の
晩
は
東
京
の

空
が
真
っ
赤
。
震
災
火
事
だ
。
年
寄

り
が
腰
巻
を
張
る
と
、
火
が
こ
っ
ち

に
来
な
い
っ
て
、
竹
竿
に
腰
巻
を
張

っ
て
い
た
。」（
上
富
大
正
五
年
生
）

「
家
の
中
に
い
て
地
震
だ
。
俺
は
、

ば
あ
さ
ん
を
負
ぶ
っ
て
庭
に
で
た
。

そ
の
直
後
に
瓦
が
落
ち
て
き
た
。
ち

ょ
っ
と
遅
れ
た
ら
瓦
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
て
た
な
。」（
藤
久
保
大
正
元
年
生
）

「
地
震
の
後
は
、
余
震
が
何
日
も
続

い
た
。
ま
た
、
で
か
い
の
が
来
る
じ

ゃ
な
い
か
と
家
族
で
タ
ケ
ヤ
マ
（
竹

林
）
に
蚊
帳
を
吊
っ
て
二
晩
く
ら
い

寝
た
。」（
上
富
大
正
三
年
生
）

「
茅
屋
根
が
地
面
に
付
く
く
ら
い
揺

れ
た
。」（
藤
久
保
大
正
八
年
生
）

　

三
芳
村
の
被
害
は
、
屋
根
瓦
落
下
、

墓
石
転
倒
と
い
う
話
は
聞
く
が
、
怪

我
人
や
倒
壊
家
屋
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
三

芳
を
含
む
武
蔵
野
台
地
上
は
震
度
五

弱
か
ら
五
強
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

未
曾
有
の
関
東
大
震
災
で
被
害
が

少
な
か
っ
た
か
ら
と
安
心
は
禁
物
。

農
村
の
時
代
に
比
べ
、
住
宅
の
密
集

化
の
進
ん
だ
現
代
の
三
芳
。
そ
れ
ぞ

れ
家
庭
で
緊
急
の
対
応
策
を
確
認
し
、

心
構
え
を
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
。

三
芳
村
誕
生
一
二
○
年

　

大
正
十
二
年
関
東
大
震
災


